
　　　　　パラオクチルフエノールの分解度試験成績報告書

　　　分子式　　C“H魑0

　　　構造式

　　　　　　　　　　CH．　　、　　CH鳳
　　　　　ん＝議　　　・　　　／　　一

HOt1，lc瞭器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　性　 状　　　融　 点　　8〔L5＾’8亀5rC

　　　　　　　　　沸　点　276、0℃

　　　　　　　　　純　度　94．0一｝95．0チ（他は異性体のオクチルフェノ

　　　　　　　　　溶解性　水に不溶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

霧雛トー一…一
　51　試験装置

　　　　　酸素消費盤自動測定機

　5．2　酸素消費量測定

　　　　　二1の記録による

　55’生分解試験後の直接定量法

　　　（司　使用分析機器

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器　FI1）

ム　試験方法及び条件

t　試験期間　　昭和51年8月5日一昭：和51年12月1日

2試料名　パラオクチルフェノール（試料瀬K一・247）



　O）　分析試料の前処理

　　　　　　匿」！劉

　　　　　　　　　τ鱈鉗，鋤×・回

　　　　　　　　　・’静置（50分間）
　　じ　　　　 シ

　　　残　渣　1．空嘩盤璽」
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　　　・100認定容
　　　　　　　　　！l　　　　ll
　　　　　　　　　l　G　C試料ll
　　　　　　　　　io・＝・＝一＝ユ＝一■＿＿＿二二．、＝．d

　（c）分析条件

　　　ガスク・マトグラフ（GC）検出器FID

　　　　キャリアガス　H3

　　　充てん潮5男工）Eα8＋1多H，PO〆：ライト545

　　　　ガラスカラム　2mm／Xlm

　　　カラム温度　148℃
4．試験結果

分解度（多） 付　　　図 付　　　表

酸素消：費慧による結果 0 1
『

α　C　による結果 ※（一） 2　， 1

　　　琴負の働徽ので（一）とした・

5　備　　考

　　供試物質はクー・メ軸先仕込時は樋に浮力・んでいたが、

　　14日後の取出し時は水系，汚泥系共に液中に分散し亡いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　　上


